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〔開会 午前１１時０２分〕 

 

◎ 開会・議長挨拶 

○議長（千葉 隆君） 本会議に引き続きお集まりいただきましてありがとうございます。 

 今日の北海道新聞のほうで北海道栽培漁業振興公社の関係でウイルス性の確認等々について新聞

報道された件について、産業課のほうから現状での把握している内容について報告されたい旨受け

ましたのでご報告をお願いいたします。 

 

◎ 町長報告事項 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） 皆さん、新聞のほうでご存知かと思いますが、北海道栽培漁業振興公

社の熊石事業所のほうで、このたびアワビの疾病が確認されて出荷停止になった、そういった感じ

の記事が載っていたかと思いますが、その件について私どもこれまで把握していることについてご

報告させていただきますが、このことについては、今年になりまして、アワビの稚貝の、栽培公社

で飼育しております稚貝のほうについて、大量に死んでいるって情報は私どものほうにも寄せられ

ていました。この件について、９月の初め、私が記憶している部分ですと９月１日だと思いますが、

北海道栽培漁業振興公社からひやま漁協に説明があったと聞いています。このことについては漁協

関係者から説明の内容については稚貝のへい死、この原因について現在調査中であるということ。

またその原因が、たとえば施設にあるのか、あるいは飼育の状況にあるのか、また今回の報道のよ

うに疾病によるものなのか、その状況によっては今年の稚貝の出荷が難しくなる可能性もあるとい

うことで漁協に説明があったということで聞いてございます。 

 残念ながらこれまでの間、栽培公社のほうから町のほうには詳細な説明、あるいは報告等は一切

ない中で、これ地元熊石ですから私どものほうでいろいろ関係者から聞いたところによると、現状

ではここまでだったと。そういった中で本日こういった記事が出たということで、実はちょっとび

っくりしておりまして、このあと今日午後からでも熊石の事業所の所長さんと状況について説明を

いただくこととなっております。 

 以上簡単ではございますが、この件についての報告とさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（千葉 隆君） この件について皆さんのほうから何かございませんか。 

○２番（佐藤智子君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤さん。 

○２番（佐藤智子君） こないだの総務経済常任委員会のときには、まだ報告するような事項は届

いてなかったということなんですか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） おっしゃるとおりでございまして、その時点でなんらこういったかた

ち、要は栽培公社あるいは漁協の関係者からそういったこと、こういう状況になるって話は一切な

かったと。それで私どもアワビの養殖試験については、東北のほうからそういった選抜育種されて



成長の良い種苗を導入してそれで成長比較試験をしたいということで、全くもって別に北海道新聞

記事にもありますとおり、道内ではこういった筋萎縮症って病気は一切これまで確認されていなか

ったので、水産試験場からの指導の中で他の海域から物を持ってくるときはきちんと検査して、そ

ういった病気を持って来ないように対策しながらやってほしいという指導があったものですから、

そういった中で検査して、たまたま同じような病気が見つかったということで、今回試験について

はいったん中止にするという状況でした。それでタイミングが良いのか悪いのか、こういうかたち

になってきたので、我々も今のところびっくりしていると。ただ大量に死んでるって話があってそ

の原因については現在調査中だってことは聞いておりましたが。 

○５番（関口正博君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 関口さん。 

○５番（関口正博君） 今の佐藤さんの意見と同じなんですが、前回の委員会で本州のほうから持

って来た種苗に問題があったって説明ではあったはずなんだけれども、違いましたっけ。 

○４番（大久保建一君） 問題があるから持ってこなかった。 

○５番（関口正博君） そしたらその原因が熊石の種苗施設にある可能性も現状ではあるというこ

とですか。どうですか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） 今回、町のほうの試験で、この部会さんのほうと一緒にやろうとした

養殖試験に使う種苗については岩手県で採苗して育てた、だいたい 30 ㎜前後の種苗を持ってきて

成長試験をしたいと思っていたんです。 

 一方でこの栽培公社の熊石事業所は自らの事業所で親から卵を取って種苗を生産しているという

ことなので、全く持って別と考えています。 

○５番（関口正博君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 関口さん。 

○５番（関口正博君） そしたら全く別の事案で熊石の種苗センターで何かしらの病気が起きてい

るということなんですね。それで、熊石の種苗センターって水はどのようなものを使っているんで

すか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業務課長。  

○産業課長（吉田一久君） これは前浜から取水した水を使用しています。それでこの筋萎縮症、

前回説明も下と思いますが、水平感染をしますし、また垂直感染、親からのも感染する病気ですの

で、ただこれは公社さんから正式な説明を聞かないとわかりませんが、そういったことの原因も含

めて調査中なんだと思います。 

○２番（佐藤智子君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤さん。 

○２番（佐藤智子君） その岩手県から持ってきた種苗と今までずっと育てて。 

（何か言う声あり） 

○産業課長（吉田一久君） 持ってくる前に。 

○２番（佐藤智子君） 失礼しました。 



○８番（三澤公雄君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 三澤さん。 

○８番（三澤公雄君） ある意味さ、筋萎縮症ってことに関しては、向こうのほうから八雲町に危

惧を伝えたって経緯があれば、広い意味での筋萎縮症に対しての情報共有している中だと思うし、

まして八雲町の地元にあるセンターなのに情報がここまで伏されるというのは彼らに隠ぺい体質が

あるのか、それともこれは情報の機密性を考えたときに最小限の情報共有にしようとしたのか、八

雲町とセンターとの信頼関係はどうなっているんだろうって疑問は僕は大きいんだけれども。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） おっしゃることは十分理解します。地元にある公社ですので、こうい

ったことが逐一報告されるものだと思うんですが、新聞記事にもありますとおり、いろいろ調査等

もしながら今後の対応等も含めて、これから正式に多分お話する予定であったのではないのかなと

は思います。それ以前にひやま漁協さんのほうには一応、現状こういった恐れもあるということで

話はされています。 

 町のアワビの中間育成施設の運営は漁協ですので、今現在アワビを八雲町が公社から直接購入し

ているものはありませんから、その前に漁協さんには状況を伝えていたと思います。我々もその漁

協の関係者からその旨聞いておりました。 

 きっと改めてここにも記事にもありますが、最終的に結果は 10日程度かかると。今現在調査中と

いうことで、そういったことも含めて今後の方針等も決まった段階で来られるのかなと思っていま

した。ただ僕としてはこういった記事が出て、福島町にも出荷停止ということであれば、それ以前

に報告はいただきたかったと思います。 

○議長（千葉 隆君） ほかに。 

○４番（大久保建一君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 大久保さん。  

○４番（大久保建一君） ごめんなさい、全く素人な質問で、取水は海水ですよね。あそこの

施設でそういう病気が発見されて、排水ってどこにしてるんですか。海に行ってるの。それで

海でそのウイルスがたとえば前浜のアワビの成長に影響を及ぼすということはないの。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） 大久保議員がおっしゃるような懸念は十分あるかと思います。先ほど

言いましたとおり、水平感染、水の中で伝播する病気ですので、ですから明らかに公社で使ってい

る水は前浜から取水してろ過して、それを温泉で緩和して使用して、使用したものはまた海に排水

して流れます。ですので、排水が全くもって心配ないという状況ではないのかなと思います。ただ、

どの程度、今影響があるのかは全然わからないです。 

○４番（大久保建一君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 大久保さん。 

○４番（大久保建一君） そしたらこれから会うということなので、その対策みたいなのも話され

るってことですか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  



○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） まず状況は確認したいなと。今までの経過も含めて状況を確認したい

のが一つ。それと今後、今言ったような種苗の栽培飼育にあたっての対策、どのように取られるの

か。また栽培公社さんでどこまで対応するのかあれなんですが、今後の前浜への影響とかの調査に

ついてはどのようになるかは栽培公社の範囲なのか、あるいは水産試験場の範囲なのかわかりませ

んが、そういったことも含めて今日は確認して行きたいなと思います。 

○８番（三澤公雄君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 三澤さん。 

○８番（三澤公雄君） たびたびすみません、大久保さんの心配事は僕も思っていたんですが、そ

ういう答えであれば、ようするにあぁいった一枚貝だけが筋萎縮症になるのか、二枚貝にも影響が

あるのか文献的なデータはどういうふうになるの。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） すみません私も素人ですが、黒アワビやそういったものに発生するウ

イルス性の疾患だと聞いていて、他の貝にそういったものがあるのかは僕もわからないんですが、

アワビ特有の病気ということで、ですので我々が行う試験についても筋萎縮症、あとフランシセラ、

キセノハリオチス、あと特定疾病のなんとか脳症というのがあるんですが、そういったことは調べ

ないとないのかなと思って調べています。 

○８番（三澤公雄君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 三澤さん。 

○８番（三澤公雄君） 最近では採れてないけれども熊石には白い貝、あれも割と名物になってい

た時代がありましたからそちらの影響を心配したんですが、それはわからないということですか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長、産業課長。  

○議長（千葉 隆君） 産業課長。  

○産業課長（吉田一久君） その辺についても僕も知識不足でありますので、一度確認してみたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（千葉 隆君） ほかに。なければ私のほうから。福島町の部分は 2000年ちょっと前から事

業を開始して 22年度では 500万円程度の販売を価格、直営でやってるから、直接、福島のほうにお

話が行ったと思うんですが、ただ八雲町のほうも事実上、町がオーナーな立場で、また中間育成に

も補助金を出していますし、買い取りの部分についても熊石の地区においては、あわびの里という

ことで、あわびの里フェスティバルも開催しているような状況もございますので、今後、海洋の部

分も含めて大きな影響がある事項だと思います。 

 それで９月１日に漁協のほうから連絡が来たというんですけれども、報道によれば８月 18 日に

福島町のほうには連絡があったという報道があるわけですから、だいぶタイムラグがあるのかどう

か、それとまた地元であるということを考えたら、もう少し協同組合のほうとの連携を含めて、し

ていかなければいけなかったのかなというふうに思いますので、今後、連携を密にしながら状況に

ついてはご報告をお願いすることで締めたいと思いますが、いいですか。 

（「はい」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） よろしくお願いします。 



 次に町長のほうから直接、報告事項がございますので、お願いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） まずですね、寄附についてでありますが、これは寄附者から新聞等に載せ

ないでくれということで強く言われていますので、ただですね、議会の皆さんにはお知らせしない

とですね、今まで個人の寄附としては最大の 2,500万円という寄附をいただきました。この方は私

も知っている方で、町の活性化に使ってほしいということで寄附をいただきましたので、どうぞこ

れは口外しないように、そういう方も八雲町内にいるということで覚えていただければなと。それ

ともう一つ言いますと、寄附の使い方については町長にお任せしますということでございます。 

 次にですね、先般、７月 10日から 15日にかけて八雲分屯基地及び周辺区域で日米の共同訓練が

ありました。この際にですね、国、今回のような航空機を使用して訓練をするのは初めてのことと

いうことで、北海道防衛局から今回実施した訓練が交付金の対象となり、1,166 万円がですね、交

付される見込みであります。これについてはですね、我々、議会とですね、防議連と町と要望する

ときに病院の医療のほうにということで強く要望してまいりましたので、内部的に病院のほうの予

算に使いたいなと、そういう思いでありますので、正式にまた常任委員会、議会に承認をもらって

使っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 最後にですね、私ごとでありますが、今年の健康診断にですね、再検査ということで、皆さん病

院でかなり見た方もいらっしゃるかもしれませんが、総合病院で何回も再検査を繰り返していまし

たが、今回ですね、医師のほうから札幌の病院でしっかりと検査入院をしたほうがいいという指示

がありましたので、明日からですね、休暇を取って一週間程度の予定で検査入院をしたいと思いま

すので、また皆さんにご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○議長（千葉 隆君） 報告ですので質疑はなしということで受けたいと思います。それではこれ

で終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

〔閉会 午前１１時２０分〕 

 

 

  

 


